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目的 

 

   この試験の目的は、７日間でのクリアコーティングからのホルムアルデヒド放散量の計測を目的としています。 

この試験は、日本工業規格 JIS A １９０１(２００３)、“建築材料の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）、ホルムアルデヒド及

び他のカルボニル化合物放散測定方法－小型チャンバー法” の規定に従い試験されました。    

 

概要 

 

   このクリアコーティングはホルムアルデヒドの放散量について試験されました。 試験片は１７８ｍｍｘ１７８ｍｍ（０．

０３１６ ㎡）のステンレス板にローラーで１．４３ｇの試料を塗付｡  試験のための環境要素は、２８±１℃、湿度５０±

５％、換気率１．０±０．０５で行いました。  

チャンバー内のＶＯＣ濃度の測定は、試験開始７日間で行われました。 放散速度（EFa）はマスバランスで計算され

ました。 ホルムアルデヒドの放散速度は検出限界値２．１μｇ／㎡／ｈ以下でした。 

 

試験方法  

 

試験試料詳細 

 

当試験所は２００４年１１月１５日に、密封された容器の製品サンプルを受領しました。  サンプルは：製造者の

ID＃５６０１Q、製品名セーフコート ウォーターベースレジンワックス ID ５６０１Q―K８１４、製造日 １１／１０／０４と

確認されました。 そのサンプルは BAA－SOP-２０００.０２、“揮発性有機化合物の放散量決定試験のための製品サ

ンプルの選定、収集、取り扱いについて”の規定に従い取り扱われました。 ２００４年１１月１７日、試料の容器は開

封されました｡  製品は容器内で最初に攪拌混合されました。 概略１００ｍｌがアルミトレイに移されました。１０ｃｍ

幅のローラーをトレイ内で前後に動かし試料をしみ込ませました。 １７８ｍｍｘ１７８ｍｍ（０．０３１６㎡）のステンレス

スティール板の１面に４ストローク、垂直方向に２ストローク、水平方向に２ストローク、で試料が塗付されましたので、

全面が均一に塗付されました。  
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１面に１．４３ｇの試料が塗付されたことになります。  塗付面は０．０３１６㎡になりました｡  それ故、塗付量は

４５ ｇ／㎡になります。  試験試料は試験のためチャンバー内の開放されているワイヤー製の棚に置かれる前に 1

時間放置されました。 

 

  

ホルムアルデヒド分析 

 

  ホルムアルデヒドと他のカルボニル物質のサンプリングと分析に使われた手法はＡＳＴＭ Ｄ－５１９７、“空気中の

ホルムアルデヒドと他のカルボニル類の計測標準試験法（アクティブサンプラー原理体系）”に従いました。  

 

  Ｓｅｐ－Ｐａｋ ＸＰoＳｕｒｅサンプラー（Ｐ／Ｎ ＷＡ Ｔ０４７２０５、ウォーターズ製）がホルムアルデヒドと他の低分子

量のカルボニル類を捕集するために使われました。 エアーはサンプラーに引き込まれ、２．４-ジニトロフェニルヒド

ラジン（ＤＮＰＨ）で酸化され、サンプラー内で安定な物質であるヒドラゾン誘導体として残るよう反応させました｡ ヒド

ラゾン誘導体はアセトニトリルでサンプラーから抽出しました。 等分されたサンプルは、可逆的に段階実行できる高

性能の液体クロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）とＵＶ検出器を使い、ホルムアルデヒドとアセトアルデヒドのヒドラゾン誘導体

の分析を行われました。 誘導体の吸光度は３６０nm の点で計測されます。 ヒドラゾン誘導体の標準水溶液から得

られる校正点カーブを使用し、ピーク結果により決定されます。 

 

スモールチャンバーを使用し製品から放散される VOCｓ量の試験 

 

  今回使われたこの製品から放散される VOCｓの計測の試験手法は、日本工業規格 JIS A １９０１（２００３）  

“建築材料の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）、ホルムアルデヒド及び他のカルボニル化合物放散測定方法－小型チャン

バー法” の英語版を基本とされています｡ 

 

  このチャンバーは、３個の継ぎ手が装備されたステンレススティール製の蓋と６７L のシリンダー状のステンレスス

ティール製容器から構成されています。 このチャンバーは温度２８±１℃を維持するためインキュベーター内に置か

れます。 クリーンエアー発生器で浄化された空気はステンレススティール製の延長チューブを接続された蓋にある１

個のステンレススティール製の継ぎ手からチャンバー内に導入されます｡ １．１２±０．０６ L／minのレートの供給エ

アーは電子式マスフローコントローラーで調整されます。（２５℃、１気圧で計算）  エアー流は２つに分けられます｡ 

この内の一つは蒸留水を満たされているバブラー内を通されます。 この飽和したエアー流は、チャンバー内に導か

れる５０±５％の湿度のエアーを作るために乾燥したエアーと混合されます｡ 湿度センサー（Model HMD ３０YB、 

Vaisala)は蓋にある他の継ぎ手からチャンバー内に挿入されます。  チャンバー内の温度と湿度は試験期間中計測

され記録されます。  チャンバー内のガスは、蓋にある最後の継ぎ手から排出されサンプリングされます。 研究室

内の気圧はおおむね１気圧です｡ 使用前に、チャンバーと継ぎ手は熱水と洗浄剤で洗浄されクリーンにされます。 

 

  洗浄された空のチャンバーは試験の少なくとも３時間前に、試験と同様な状況で作動されます。 チャンバーのバ

ックグラウンド値も計測されます｡ その後、チャンバーは開けられ、試料がチャンバーの中心近くになるようワイヤー

製の棚に置かれます。 テストを始めるため、チャンバーは封入され換気されます。 ある特定の時間ガスサンプル

はチャンバー排気から捕集されます。 サンプル流量は電子式マスフローメーターで調節されます。（２５℃、１気圧で

計算。） アルデヒドのサンプルはＸＰoＳｕｒｅ アルデヒドサンプラーに流量０．６５Ｌ/分で捕集されます。  この試験

のため、ホルムアルデヒドを分析するため７８Ｌのガスサンプルを試験７日間に捕集されました。 この放散試験のパ

ラメーターは表１に要約されています。 
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表１、 スモールチャンバーで行われるホルムアルデヒド放散試験のパラメーター 

 

 

パラメーター                        値 

 

チャンバー容量、 �                  ０．０６７ 
塗付基板                     ステンレススティール 

基板                          １７８ X １７８ 

塗付面積、 ㎡                    ０．０３１６ 

負荷率、 ㎡／ �                    ０．４７２ 
塗付重量、ｇ                       １．４３ 

供給エアー、 �／ｈ               ０．０６７±０．００３  
平均温度、 ℃                     ２８±１ 

環境                           加湿空気 

平均湿度、 ％RH                   ５０±５  

試験期間、日                        ７ 

               

 

データ分析と放散試験報告 

 

  不変の放散レート（μｇ／ｈ）は、以下の式を使用し物質の質量を計算される： 

 

    ER = Q ( C - C０ ) 

 

Q はチャンバーの容積流量率（ �／ｈ）； C はサンプリングインターバル間のチャンバー内平均濃度（μｇ／ �）； C０
は空の状態のチャンバー内濃度、あるいは供給エアーの濃度（μｇ／ �） 単位面積あたりの放散速度、あるいは放
散速度、ＥＦa （μｇ／㎡・ｈ）は放散速度を製品の露出している平らな表面（Ａ㎡）で割リます。 

 

                        ＥＦa = EA／Ａ 

 

結果 

 

ホルムアルデヒドの放散量 

 

７日間のサンプルのホルムアルデヒドの質量分析されました｡ チャンバー内濃度と放散速度の結果は表２に示

しました。 チャンバーのブランク値は定量下限値の１μｇ／ �以下でした｡ 試料のチャンバー内濃度も定量下限値
の１μｇ／ �以下でした｡  
 

 

表２ ７日間の５６０１Ｑ―K８１４セーフコートウォーターベースレジンワックスのホルムアルデヒドのチャンバー内濃

度と放散速度 

 

 

物質名                チャンバー内濃度         放散速度 

                       （μｇ／ �）          （μｇ／㎡／ｈ） 
           

          ホルムアルデヒド            不検出               不検出 

 


